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性格と承認欲求が及ぼすLINEの利用行動

居戸 彩華
（原田 佑規ゼミ）

問題と目的

承認欲求とは
　他者から認められたいという誰もが持つ欲求で
あり，仕事，人間関係，プライベート，ファッショ
ン，ソーシャル・ネットワーキング・サービス（以
下 SNS）等の様々な方法で満たすことができる。
承認欲求で最も取り上げられているのは心理学者
のマズローが論じた人間の基本的欲求である。人
間の基本的欲求は第 1 に生理的欲求，第 2 に安全の
欲求，第 3 に社会的欲求，第 4 に承認欲求，第 5
に自己実現欲求の 5 つで，これらには優位があ
り 5 段階に分かれている。承認欲求は 4 番目に位
置づけており，生活する上で承認欲求は重要な役
割を果たしている。承認欲求は賞賛獲得欲求と拒
否回避欲求の 2 つに分けられる。小島（2003）に
よると，賞賛獲得欲求は他者にプラスのイメージ
を持ってほしいと思う欲求であり，「人と話すと
きにはできるだけ自分の存在をアピールしたい」，

「自分が注目されていないと，つい人の気を引き
たくなる」などが挙げられる。拒否回避欲求は他
者にマイナスなイメージを持ってほしくないと思
う欲求であり，「意見を言うとき，みんなに反対
されないかと気になる」，「目立つ行動をとるとき，
周囲から変な目で見られないか気になる」などが
挙げられる。承認欲求に関連する研究は次のとお
り数多くなされている。
　性格特性と承認欲求との関連について，吉澤

（2020）によると，賞賛獲得欲求には外向性，開
放性および誠実性からの正の関連，拒否回避欲求
には情緒不安定性と調和性からの正の関連が示さ
れている。このことから他者に対して積極的な人
は認められたい欲求が高く，他者に対して消極的
な人は嫌われたくない欲求が高いとされている。
本研究でも性格と承認欲求の関係を再度明らかに
する。

　高坂（2020）によると，告白経験がない者より
も告白経験（3 人以上）があり，直接対面で告白
をした男性が最も賞賛獲得欲求が高いことが示さ
れた。被告白経験においては拒否回避欲求の方が
高い。また，告白経験では，5 人以上から告白を
受けた経験のある者よりも 1 〜 2 名から告白を受
けた者の方の拒否回避欲求が強いと示された。告
白経験と被告白経験にも承認欲求が関連している。
　私たちは現実でも SNS 上でも他者に自分をどの
ように見せたいかを考え，時に演技をすることが
ある。定廣・望月（2010）は，大学生の 7 割が日
常生活で演技は必要だと考え，実際に行っている
ことを明らかにした。演技には「目立つ演技」，「目
立たない演技」，「自己本位的な演技」の 3 つのグ
ループがあると解釈した。演技をした時に得られ
る効果は，他者との関係維持，悪化をさせなかっ
たという「関係維持」，いい印象を与えた，親密に
なれたという「関係獲得」，何らかの利益を得る
ことができたという「利益」，演技をしたことが
逆効果の反応であったという「逆効果」の 4 つに
分類された。これらを踏まえて定廣・望月（2011）
は，日常生活演技と賞賛獲得欲求・拒否回避欲求
の関連を検討し，次のことが示唆された。賞賛獲
得欲求は「好印象演技（目立つ演技）」と「関係
獲得」との間に正の相関があり，拒否回避欲求は

「調和的演技（目立たない演技）」と「関係獲得」
との間に正の相関があった。また，演技動機にお
いては賞賛獲得欲求・拒否回避欲求は，いずれも

「目立つ演技」に含まれる「関係獲得」にのみ正
の相関がみられた。このことから私たちは日常生
活の中で他者との関係を獲得するために演技をす
る傾向があり，関係が構築される前は自分の個性
は出さずに演技で印象操作を行っている。どちら
かの承認欲求が高くても演技は関係を獲得するた
めに行い，その人に合わせた自分を演じ 1 人 1 人
の友人に違う自分を見せている可能性がある。上
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記の考察から，LINE の利用は既知の人と連絡し
ていることが多く，相手が近くにおらず演技がし
やすい状況であることから関係獲得，または関係
維持，利益などを得やすい状況だと推測できる。

5つの性格
　性格は外向性，誠実性，情緒不安定性，開放性，
調和性の 5 つの因子に分類されている。Big Five
尺度とは 5 つの性格特性（外向性，誠実性，情緒
不安定性，開放性，調和性）と要因（承認欲求，
自意識，環境等）との関係を測定したいときに使用
される尺度である。今回は並川他（2012）の 29 項
目の Big Five 短縮版を用いた。

LINEとは
　ほとんどの人の認知を得ている SNS のコミュ
ニケーションツールは LINE，Instagram，X（旧
Twitter），Facebook，TikTok ではないだろうか。
LINE とは 2011 年にリリースされ，現在進行形で
多くの人に利用されている。Instagram や X（旧
Twitter）のオープンなイメージとは異なり基本
的な使用は家族や既知の友人，自動送信される
公式 LINE などクローズなイメージである。基本
的に個人チャット（1 対 1）でコミュニケーショ
ンを取ることが多く，本名で利用し，スタンプ
やボイスメッセージが送れたり，特定の相手に
スタンプやクーポンをプレゼントできたりする
機能などがある。大学生はコミュニケーション
の手段として LINE を多く利用している。都筑
他（2017）の大学生 266 名の調査では，LINE，
Twitter の利用実態を検討し，LINE の利用率が
98.23％，Twitter の利用率が 83.19% であり，大
学生のほとんどが LINE と Twitter を利用してい
ることが示された。LINE は友人との連絡手段が
多く，Twitter は情報の獲得が多い。このことか
ら大学生は様々なコミュニケーションツールの中
で LINE が中心となっている。

自意識
　人間には私的自意識と公的自意識の 2 つの自意
識がある。私的自意識とは自分の内面，思考など
他者には見えない部分に向けられた意識であり，
公的自意識とは自分の外見や行動など他者から見

える部分に向けられた意識である。自意識の高さ
は対人不安意識に影響を与えることが示唆されて
いる。対人不安意識とは「集団に溶け込めない悩
み」，「多勢の人に圧倒される悩み」などを意味す
る。菅原（1985）の研究では，自意識と対人不安
意識の関連は，私的自意識と対人不安意識は無関
係であるが，公的自意識と対人不安意識は関係が
あった。また，自己顕示性（自分をアピールした
い・注目を集めたい）との関連では，私的自意識
と自己顕示性は無関係だったが公的自意識と自己
顕示性は関係があった。このことから他者から見
える部分に意識を向ける公的自意識の高さが他者
との関わり方に大きく影響を及ぼしている。本研
究では自意識との関連は測っていないが，情緒不
安定性と拒否回避欲求が有意な結果であれば，拒
否回避欲求が高い人は他者から見える部分に意識
を向けるため公的自意識も高いと推測される。
　LINE を経由して他者とコミュニケーションを
図ることは，他者に表情を見られることも見るこ
とも出来ない手段で感情の読み取りは一層難しい。
LINE は既知の人と会話をすることが多く，他者
に自分のことをどういう風な人間だと思ってほし
いのかによって賞賛されたい欲求と拒否されたく
ない欲求のどちらかが優先するのか推測できる。

研究の目的
　本研究の目的は，性格特性，賞賛獲得欲求・拒
否回避欲求が及ぼす LINE の利用行動の関係性を
明らかにすることであった。
　コミュニケーションツールの中で LINE を選択
した理由は，都築（2017）の研究で明らかになっ
た LINE の利用率の高さから，調査対象者が利用
行動を想像しやすいためであった。また，LINE の
他に X（旧 Twitter）や Instagram，Facebook，
TikTok など SNS が普及しているが，Instagram
のストーリー機能や X（旧 Twitter）のポストな
ど一度の投稿やコメントをたくさんの人が見るこ
とができ，DM（ダイレクトメッセージ）機能を
使用し匿名でメッセージのやり取りができる方法
よりも，個人チャット（1 対 1）で匿名ではなく，
スタンプやボイスメッセージなどの機能があるこ
とから，性格とその人の承認欲求の大きさによっ
て利用方法が異なると推測される。
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仮 説
　本研究では上記の知見に基づいて以下の 4 つの
仮説を立てた。

①外向性が高い人は，外側に興味や関心があり
人と関わることを好む習性があることから賞
賛獲得欲求が強いと考えられる。

②情緒不安定性が高い人は，色々な不安な事を
考えてしまう習性があることから拒否回避欲
求が強いと考えられる。

③賞賛獲得欲求が強い人は，他者に見てほしい
欲求があることから独自的な LINE の利用行
動をすると考えられる。

④拒否回避欲求が高い人は，他者に変人だと思
われたくないことから同調的な LINE の利用
行動をすると考えられる。

方　法

調査対象者
　京都先端科学大学人文学部心理学科の学生 57 名

（男性 27 名，女性 29 名，その他 1 名）を対象とした。
年齢は平均 19.86 歳（SD=1.19）であった。

質問項目
（1）性格特性尺度
　並川他（2012）の Big Five 尺度短縮版を用いた。
回答選択肢は，“そう思う”，“少し思う”，“どち
らでもない”，“あまり思わない”，“思わない”の
5 件法であった。
　5 つの下位尺度は，「外向性」（「無口な」「社交
的」「話好き」など 5 項目），「誠実性」（「いい加
減な」「ルーズな」「怠惰な」など 7 項目），「情緒
不安定性」（「不安になりやすい」「心配性」「弱気
になる」など 5 項目），「開放性」（「多才の」「進
歩的」「独創的な」など 6 項目），「調和性」（「短
気」「怒りっぽい」「温和な」など 6 項目）で全
29 項目である。

（2）賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度
　小池他（2003）の賞賛獲得欲求・拒否回避欲求
尺度を用いた。回答選択肢は，“あてはまる”，“少
しあてはまる”，“どちらでもない”，“あまりあて
はまらない”，“あてはまらない”の 5 件法であった。

　2 つの下位因子は，「賞賛獲得欲求」（「人と話す
ときにはできるだけ自分の存在をアピールしたい」

「自分が注目されていないと，つい人の気を引きた
くなる」など 9 項目）と「拒否回避欲求」（「意見を
言うとき，みんなに反対されないかと気になる」「目
立つ行動をとるとき，周囲から変な目で見られない
か気になる」など 9 項目）で全 18 項目である。

（3）LINEの利用行動尺度
　著者の所属するゼミの学生から項目の発案を収
集し，自身で作成した尺度を用いた（Table 1）。
その尺度には「友達と LINE をしていますか」と
いう質問に“はい”と答えた方のみに回答を求め
た。回答選択肢は，“する”，“少しする”，“どち
らでもない”，“あまりしない”，“しない”の 5 件
法であった。

番号 項目の詳細

1 既読無視をする

2 既読をつけると，すぐに返す

3 悩みを相談する

4 自分の作った料理や旅先の写真を送る

5 相談を聞く

6 未読無視をする

7 相手に口調を合わせる

8 返信時間を相手に合わせる

9 LINEの中にあるボイス機能を使い自分の声を送る

10 メッセージ内で顔文字をよく使う

11 スタンプを送る

12 会話の最後は自分の返事，スタンプで終わらせる

13 誕生日メッセージを送る

14 なんとなく電話する

15
ゲームの特典などを目的としてメッセージで
何かを紹介する

16 自分の LINE のアイコンをよく変更する

17 面白いと思ったものを相手に共有する

18 中身のないメッセージを送る

19
相手からたくさんきたメッセージに，一つ一つ
反応する

Table 1　LINEの利用行動尺度
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手続き
　2024 年の 10 月に京都先端科学大学の学生に回
答を求めた。質問紙調査は Microsoft Forms を
利用した。調査は説明を含み 15 分程度で終わり，
初めに回答は必須ではないこと，成績とは無関係
であることを伝えた。フェイスシートとして，性
別や年齢のデータを取得し，次に，性格特性，賞
賛獲得欲求・拒否回避欲求，LINE の利用行動の
3 つの尺度への回答を求めた。調査データの収集
には，知覚・認知心理学，スタートアップゼミⅡ，
応用心理専門演習 B の 3 つの授業内で行った。

結　果

性格と賞賛獲得欲求・拒否回避欲求との関係
　仮説 1 を検証するために，性格 5 因子の因子得
点を共変量に，賞賛獲得欲求の因子得点を従属変数
に入れた重回帰分析を実施した。その結果，モデル
式が有意であった。外向性による賞賛獲得欲求へ
の影響は約 30％と予測できる［F（5，51）=6.563，
p＜.001，R2= .332］。各性格因子が賞賛獲得欲求
に及ぼす影響を見ると，外向性因子の効果が有意
であった。（β=.553，t=4.296，p＜.001）。その
ほかの性格因子の効果は有意でなかった。この結
果は仮説 1 を支持する（Figure 1）。
　仮説 2 を検証するために，性格 5 因子の因子得点
を共変量に，拒否回避欲求の因子得点を従属変数に
入れた重回帰分析を行った。その結果，モデル式が
有意であった。［F（5，51）=8.145，p＜.001］。各性
格因子が拒否回避欲求に及ぼす影響を見ると，情
緒不安定性因子の効果が有意であった（β=.461，
t=3.756，p＜.001）。この結果は仮説 2 を支持する。
その他の性格因子の効果を見ると，調和性因子の
効果も有意であった（β=.276，t=2.193，p＜.033）

（Figure 2）。

LINE の利用行動の因子分析
　LINE の利用行動尺度の因子構造を明らかにす
るために主因子法による探索的因子分析を行った。
回転にはプロマックス法を用いた。因子数を求め
るのに平行分析を用いた。その結果，2 つの因子
が抽出された。1 つ目の因子には，「面白いと思っ
たものを相手に共有する」，「自分の作った料理や

旅先の写真を送る」，「なんとなく電話する」など
の項目が含まれており，これを自発的 LINE 行動
と命名した。2 つ目の因子には，「会話の最後は自
分の返事，スタンプで終わらせる」，「誕生日メッ
セージを送る」，「スタンプを送る」などの項目が
含まれており，これを受動的 LINE 行動と命名し
た（Figure 3）。

賞賛獲得欲求・拒否回避欲求と
LINE利用行動の関係
　仮説 3 を検証するために賞賛獲得・拒否回避欲
求の因子得点を共変量に，自発的 LINE 行動の因子
得点を従属変数に入れた重回帰分析を行った。その
結果，モデル式が有意であった［F（2，54）=5.124，
p＜.009］。2 つの因子が自発的 LINE 行動に及ぼ
す影響を見ると，賞賛獲得欲求因子の効果が有意
であった（β=.401，t=3.196，p＜.002）。この結
果は仮説 3 を支持する（Figure 4）。
　仮説 4 を検証するために賞賛獲得・拒否回避欲
求の因子得点を共変量に，受動的 LINE 行動の因子
得点を従属変数に入れて重回帰分析を行った。そ
の結果，モデル式が有意ではなかった［F（2，54）
=0.601，p＜.552］。この結果は仮説 4 を支持しな
い（Figure 5）。

考　察

　本研究の目的は，性格と承認欲求が及ぼす LINE
に利用行動の関係を明らかにすることであった。
調査には 3 つの尺度を用いた。性格と承認欲求の
関係を測るために「性格特性尺度」と「賞賛獲得
欲求・拒否回避欲求尺度」を使用し，重回帰分析
を行った。LINE の利用行動尺度の因子構造を明
らかにするために主因子法による探索的因子分析
を行った。承認欲求と LINE の利用行動の関係を
測るために「賞賛獲得欲求・拒否回避欲求尺度」
と「LINE の利用行動尺度」を使用し，重回帰分
析を行った。

性格特性と賞賛獲得欲求・拒否回避欲求との関係
　重回帰分析を行った結果，外向性因子の効果が
賞賛獲得欲求に有意であった。その他各因子は賞
賛獲得欲求に無関係であった。情緒不安定性因子
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Figure 1　性格 5 因子と賞賛獲得欲求

Figure 2　性格 5 因子と拒否回避欲求

Figure 3　LINE の利用行動の因子負荷量
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の効果が拒否回避欲求に有意であった。その他各
因子が拒否回避欲求に関係があるかを見ると，調
和性因子の効果が拒否回避欲求に有意であった。
この結果から，仮説 1 と仮説 2 は支持された。菅
原（1986）によると，賞賛されたい欲求は「おしゃ
れ」，「ひょうきん」，「ゆかいな」など積極的で自
己顕示的なイメージとの関連が示唆された。拒否
されたくない欲求は「人の良い」，「引っ込み思案」，

「気が弱い」など消極的で善良なイメージとの関
連が示唆された。これらから，外向的で興味や関
心が外側に向いている人は注目されたい，ほめら
れたいなど積極的になる傾向が大きく，他者にプ
ラスな印象を与えたいのだと推測できる。一方，
心配性で不安になりやすい人，温和で怒りっぽく
ない人は目立ちたくない，変人に思われたくない，
心が広い，周りに合わせたいなど消極的になる傾
向が大きく，他者にマイナスな印象を与えたくな

いと推測できる。また，賞賛されたい欲求と拒否
されたくない欲求が公的自意識に深い関係がある
ように，外向性が高い人と情緒不安定性が高い人
は公的自意識も高いと推測される。吉澤（2020）
の研究では，外向性と賞賛獲得欲求の関連が有意
であった。情緒不安定性と調和性が拒否回避欲求
に有意であったと示唆されており，本研究の結果
と一致している。

LINEの利用行動の因子分析
　主因子法による探索的因子分析を行った結果，
19 項目から 2 つの因子が抽出された。1 つは「面
白いと思ったものを相手に共有する」，「自分の
作った料理や旅先の写真を送る」など自分から話
題を提供したり，発信したりする項目が多いと
解釈し，自発的 LINE 行動と名付けた。もう 1 つ
は「会話の最後は自分の返事，スタンプで終わら

Figure 4　自発的 LINE 行動

Figure 5　受動的 LINE 行動
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せる」，「誕生日メッセージを送る」など受け身に
なっていて，相手に合わせる項目が多いと解釈し，
受動的 LINE 行動と名付けた。仮説には独自的な
LINE の利用行動，同調的な LINE 利用行動を記
述していた。

賞賛獲得欲求・拒否回避欲求と
LINEの利用行動との関係
　重回帰分析を行った結果，賞賛獲得欲求因子の
効果が自発的 LINE 行動に有意であった。拒否回
避欲求因子は受動的LINE行動に有意でなかった。
この結果から，仮説 3 は支持された。しかし，仮
説 4 は支持されなかった。よって，注目されたい，
ほめられたいなど積極的になる傾向が大きく，他
者にプラスの印象を与えたい人は，話題の提供や
発信をする自発的 LINE 行動をすると推測される。
一方，目立ちたくない，変人に思われたくない，
心が広い，周りに合わせたいなど消極的になる傾
向が大きく，他者にマイナスの印象を与えたくな
い人でも，受け身になって受け答えをしたり，相
手に合わせたりする受動的 LINE 行動をとるとは
限らないと推測される。

結　論

　性格と賞賛獲得欲求・拒否回避欲求との関係は
外向性と賞賛獲得欲求，情緒不安定性，調和性は
拒否回避欲求に影響している。加えて，この結果は
吉澤（2020）と一致し，2024 年でも結果が変わっ
ていないことが示唆された。LINE の利用行動は
受ける側と与える側に分類される。賞賛獲得欲求・
拒否回避欲求と LINE の利用行動との関係は賞賛
獲得欲求には影響が見られたが，拒否回避欲求に
は無関係であった。
　仮説 1 と 2 が支持された理由として，外向性が
高い人は特にリーダーや話の中心人物になること
がある。それにより「自然と注目を浴びる人物」
になるため賞賛獲得欲求が自然と高くなる。情緒
不安定性は感情的になることがあり，調和性は聞
き手に回ることが多い。それにより人前に出る機
会や自主的に発言することがあまりなく「他者に
合わせてしまう人物」になるため拒否回避欲求が
自然と高くなる。仮説 3 が支持された理由として，

注目を浴びたい，人の気を引きたいという思いか
ら自分からLINEを送る行動をすると推測される。
このことから仮説 1-3 は支持を得られたと考え
られる。
　仮説 4 が支持されなかった理由として 2 つの理
由が考えられる。1 つは，拒否回避欲求が高い人
は消極的になる傾向が多いことから友だち追加を
すぐには行わない。また，すごく仲の良い友達の
みで連絡を取り合うことが多いと考えられる。今
回の調査で親友レベルの友達を思い浮かべている
人は自発的 LINE 行動寄りの利用や別の LINE の
利用行動をし，自分を開示している人がいるので
はないか。本研究で使用した LINE の利用行動を
測った調査内容の文章が「友達との LINE の利用
行動」としか記述されていなかったことから友達
の範囲が広く，自然に仲の良い友達の LINE のや
り取りを思い浮かべて回答した人が多いと推測さ
れる。もう 1 つは，拒否回避欲求が高い人は自分
から LINE を送信することが極めて少ないと考えら
れる。また，変人に思われることに不安を感じる
ことから他者の反応を見ることができない間接的
なコミュニケーションを避ける人も多いと考えら
れる。これら 2 つの理由から情緒不安定性，調和
性と拒否回避欲求が高くても受動的 LINE 行動は
していないと考えることができ，仮説は支持され
なかった。もし，調査の時点で友達の程度（知人，
既知，親友，異性等）を記述していたら結果が変
わっていた可能性もあると考える。

本研究の限界点
　LINE の利用行動の因子分析で 2 つの因子が抽
出された。性差の比較をしていないことから，女
性はどういった傾向があるのか男性はどういった
傾向があるのか LINE の利用行動の異なる点を見
つけることで調査の幅が広がると考えられる。
　まず SNS の利用目的として，コミュニケーショ
ンを取る，情報を収集する，暇つぶしが多い。他
者に共感してほしい時や共有したいときなど日常
的に使用していると考えられる。LINE を積極的
に利用するのは女性が多いことが示された（橋本・
山田 2020）。別の研究でも女性は男性よりもスマー
トフォンの依存傾向が強いと捉えられた（都築他
2020）。松田（2021）の『若年層におけるスマー
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トフォン・SNS 利用」で，LINE は 46.9％とおよ
そ半数の女性が「1 日に 10 回以上」利用すると回
答しており，頻繁に利用されていることが示唆さ
れている。また，SNS は情報の収集にも性差が
見られた。女性は男性よりも「ニュース（報道情
報）」，「生活情報（お買い得情報など）」などの
情報を得るために SNS を利用している人が多い。
男性は Facebook を様々な理由で利用している。
これらから，女性は男性よりも SNS に触れる時
間が多く，様々な SNS の利用をしていると考えら
れる。
　SNS は対人関係にも大きく影響している。須藤

（2019）の「女子大学生の友人関係と SNS コミュ
ニケーションの特徴」で SNS の一種である LINE
でのコミュニケーションの特徴を検討し次のこと
が示唆された。須藤は友人に対して気遣いを行う
ことで，友人間の心理的居場所を高めており，青
年にとってありのままの自分を友人に見せ友人関
係を心理的拠り所とする傾向と，友人に気遣いを
する傾向は共存するものであると言った。この研
究から女性の LINE での特徴は，SNS 上でもつ
ながりを大事にしており，時に相手を気遣い自分
の居場所を作っていると推測される。個人的な見
解では，女性は他者に共感を求め，悩み事があれ
ばとにかく相談をしたい人や連絡頻度が多く，移
動教室やお手洗いに一緒に行くなど集団意識が強
いイメージである。一方男性は，悩み事をあまり
人に相談できず，集団にもこだわらない一人でも
何ともないイメージである。これまでの研究，見
解から性別によって LINE の利用の傾向が異なる
と考えられる。
　女性はいくつもの SNS で様々な利用方法する，
1 日に何度も連絡を取り，スマートフォンに触れる
時間も多いことから人によっては他者と関わる時
間が多くなると考えられる。男性よりも女性の方
が賞賛獲得欲求と拒否回避欲求の差が大きいと推
測される。また，女子同士の友人関係は情緒的結
びつきを基盤とした相手との信頼関係から形成さ
れている（水野 2002）ことから，間接的にもつな
がることによって情緒が安定する役割も果たして
いると考えられる。一方，男性の SNS の利用に
ついて大きな特徴は明らかになっていないことか
ら，男性には SNS 自体にそれほどこだわりがな

く，女性よりも横や縦のつながり，集団などを意
識していないと推測される。

今後の展望
　上記で述べたように本研究には性差を絡めての
再度研究をすることが必要である。本研究では性
格と承認欲求が LINE の利用行動に影響を及ぼし
ているのかを明らかにした。そこに性別を絡める
には，新たに性別と承認欲求の関係を比較し男性・
女性の賞賛獲得欲求・拒否回避欲求の差がどの程
度大きいのかを調査する。そして，今回の因子分
析で抽出された 2 つの LINE の利用行動を使用す
ることで，LINE の利用行動の仕方に性別の差が
表れると考えられる。異性，同性の連絡の特徴を
検討できると今後の関係獲得や関係維持にも活用
できるであろう。
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